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も
み
じ
狩
り
ウ
ォ
ー
ク
＆

偕

に

楽

し

む

集

い 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
の

勤
労
感
謝
の
日
に
、
偕
楽
園
公
園
の
魅
力

を
味
わ
い
尽
く
す
行
事
を
企
画
し
ま
し

た
。
し
か
し
当
日
の
悪
天
候
が
予
想
さ
れ

た
た
め
、
二
十
五
日
（
土
）
に
延
期
し
ま

し
た
。
幸
い
こ
の
日
は
青
天
で
偕
楽
園
公

園
の
魅
力
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。 

第
一
部 

偕
楽
園
公
園
紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク 

午
前
九
時
半
に
護
国
神
社
鳥
居
前
に

集
合
し
ま
し
た
。
突
然
の
延
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
事
前
申
し
込
み
に
し
て
い
た
の

で
連
絡
も
う
ま
く
で
き
て
、
参
加
者
は
約

六
〇
名
。
ジ
オ
ネ
ッ
ト
水
戸
・
大
洗
や
水

戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
メ
ン
バ
ー
の
茨
城

大
学
生
も
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

歴
史
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
水
戸
の
案
内
で
二

班
に
分
か
れ
て
、
も

み
じ
谷
‐
一
遊
亭
跡

‐
玉
龍
泉
‐
梅
桜
橋

‐
西
門
‐
茨
城
県
立

歴
史
館
銀
杏
並
木
‐
偕

楽
園
表
門
‐
「
偕
楽
園
記

碑
」
前
‐
偕
楽
園
公
園
セ

ン
タ
ー
前
の
コ
ー
ス
を

歩
い
て
、
少
し
遅
い
も
み

じ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
歴

史
館
の
銀
杏
並
木
は
す

っ
か
り
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、
偕
楽
園
公
園

に
は
思
っ
た
以
上
に
紅
葉
が
あ
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

第

二

部 

「

偕

に
楽

し

む

」

交

流

懇
親

会 

会
が
世
話
し
て
い
る
花
壇
の
前
の
芝
生

広
場
で
昼
食
と
交
流
懇
親

会
。
昼
は
お
に
ぎ
り
と
ト

ン
汁
、
漬
物
と
柿
は
食
べ

放
題
お
代
わ
り
自
由
。
お

に
ぎ
り
の
パ
ッ
ク
以
外
は
、

女
性
役
員
が
水
府
二
区
公

民
館
の
調
理
室
を
借
り
て

前
日
に
用
意
し
た
も
の
で

す
。 昼

食
後
に
は
、
拙
誠
会
の
茶
の
湯
席
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
広
場
で
は
、
偕
楽
園
〇×

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
手
を
つ
な
い
で
「
ふ
る

さ
と
」
の
合
唱
、
最
後

に
お
決
ま
り
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
と
「
偕
に
楽

し
む
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

役
員
の
リ
ー
ド
の
も

と
、
進
み
ま
し
た
。 

〇×

ク
イ
ズ
で
「
偕

楽
園
が
日
本
遺
産
で
あ
る
」
に
「×

」
が
多

く
、
勝
ち
残
り
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た

の
に
は
驚
き
ま
し
た
（
〇
が
正
解
）。 

今
年
は
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
の

「
地
方
創
生
応
援
事
業
」
の
補
助
を
原
資
に

実
施
し
ま
し
た
が
、
身
近
に
あ
り
な
が
ら
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
偕
楽
園
公
園
の

魅
力
を
発
掘
し
、
広
め
て
い
く
、
こ
う
し
た

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

偕

楽
園
公
園

の
魅
力
向

上
を
考

え
る
提
言

集 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

三
年
前
か
ら
偕
楽
園
公
園
の
魅
力
の
再
発

見
と
新
た
な
価
値
の
創
造
の
た
め
、
桜
川
緑

地
（
二
十
七
年
度
）、
沢
渡
川
緑
地
（
二
十
八

年
度
）、
逆
川
緑
地
（
二
十
九
年
度
）
の
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
と
県
や
市
の
整
備
計
画
な
ど
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
偕
楽
園
公
園
の
全
体
の
現
状
評
価

と
エ
リ
ア
ご
と
の
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と

め
た
提
言
集
を
作
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

提
言
取
り
ま
と
め
の
た
め
の
平
成
二
十

九
年
十
月
か
ら
計
七
回
の
会
議
と
作
業
を

行
い
提
言
集
の
原
案
が
完
成
し
ま
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
十
五
日
水
戸
市
公
園

緑
地
課
の
係
員
と
と
も
に
、
西
の
谷
緑
地
か

ら
紀
州
掘
緑
地
を
歩
い
て
観
察
し
、
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
二
月
六
日
に
は
、
茨
城
県

と
水
戸
市
の
担
当
者
と
提
言
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

新
年
度
に
要
約
版
と
と
も
に
印
刷
し
て
、

各
方
面
に
配
布
し
、
魅
力
向
上
の
働
き
か
け

を
進
め
る
予
定
で
す
。 

会
報
「
偕
に
楽
し
む
」
第
１
６
号
発
行 

‐
研
修
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
、
会
報
『
偕

に
楽
し
む
』
第
１
６
号
を
発
行
し
ま
し
た
。 

Ｂ
５
版
裏
表
の
二
ペ
ー
ジ
で
、
総
会
関
連
の

記
事
と
前
半
の
行
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
と
大
き
い
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。 
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大

名

庭

園

サ

ミ

ッ

ト

第

一

一

回

岡

山

大

会 

‐
交
流
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
六
日
～
二

十
七
日
、「
第
一
一
回
大
名
庭
園
サ
ミ
ッ
ト

岡
山
大
会
」
が
開
か
れ
、

当
会
か
ら
一
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

サ
ミ
ッ
ト
は
岡
山

県
医
師
会
館
を
会
場

に
、
第
一
部
サ
ミ
ッ
ト

大
会
が
内
閣
官
房
参

与
の
加
藤
康
子
氏
の

基
調
講
演
で
幕
が
開

き
、
続
い
て
協
議
会
構
成
団
体
す
べ
て
が

参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
午
後
六
時
か

ら
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
を
会
場
に

第
二
部
交
流
懇
親
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
岡
山
後
楽
園
散
策
と
天
空
の
里
備

中
松
山
城
見
学
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
郡
司
敏
枝
さ
ん
の
報
告
・

感
想
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

日
本
に
は
大
名
庭
園
と
言
わ
れ
る
庭
園

が
多
数
あ
り
、
現
在
一
〇
庭
園
が
加
盟
し

た
大
名
庭
園
民
間

交
流
協
議
会
が
組

織
さ
れ
、
歴
史
的

な
文
化
遺
産
で
あ

る
大
名
庭
園
を
誇

り
と
し
、
そ
れ
を

学
び
・
伝
え
、
交
流
・
連

携
の
事
業
を
通
し
て
庭

園
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 今

年
の
交
流
大
会
は

岡
山
後
楽
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

は
「
大
名
庭
園
を
世
界
の
遺
産
に
～
世
界

遺
産
・
日
本
遺
産
の
提
言
に
向
け
て
～
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
と
し
て
二
三
の
構
成
資
産
を

ま
と
め
上
げ
世
界
遺
産
登
録
を
実
現
さ
せ

た
加
藤
康
子
氏
の
基
調
講
演
。
続
い
て
参

加
庭
園
団
体
が
「
わ
が
庭
園
の
お
国
自
慢
」

を
発
表
。
お
互
い
の
庭
園
の
共
通
点
と
相

違
点
を
知
り
、
日
本
の

伝
統
的
な
美
意
識
や
庭

園
文
化
が
一
つ
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
成
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
偕
楽
園

に
つ
い
て
は
、
湊
会
長

が
発
表
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
協
議
会
顧
問
の

進
士
五
十
八
氏
か
ら
全
体
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。 

二
日
目
は
、
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
て
三
百
年
の
歴
史
が
息
づ
く
後
楽
園
で

は
、
歴
代
藩
主
の
思
い
に
心
を
馳
せ
な
が

ら
岡
山
城
を
眺
望
、
特
別
公
開
中
の
藩
主

が
く
つ
ろ
い
だ
建
物
「
延
養
亭
」
の
居
間

か
ら
明
る
く
広
々
と
し
た
庭
園
景
色
を
眺

め
、
ま
た
回
遊
式
園
内
を
散
策
。
そ
の
後
、

天
空
の
城
、
備
中
松
山
城
へ
登
城
、
天
守

閣
か
ら
城
下
町
を
眺
め
満
喫
し
岡
山
大
会

で
の
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。 

（
本
記
事
の
写
真
は
す
べ
て
鹿
熊
律
子
氏
） 

「
岡
山
藩
郡
代
津
田
永
忠
顕
彰
会
」 

‐
研
修
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
十
月
九
日
、
大
名
庭
園

サ
ミ
ッ
ト
事
前
研
修
会
を
常
磐
神
社
社
務

所
別
館
で
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
大
槻
功

氏
（
本
会
副
会
長
）、
演
題
は
「
岡
山
後
楽

園
と
岡
山
藩
郡
代
津
田

永
忠
顕
彰
会
」
で
一
一
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

氏
は
ま
ず
「
岡
山
後
楽

園
の
民
間
団
体
は
、
な
ぜ

『
岡
山
藩
郡
代
津
田
永

忠
顕
彰
会
』
な
の
か
。
」
と
い
う
疑
問
と
、

岡
山
か
ら
の
「
も
と
も
と
津
田
永
忠
顕
彰

会
と
し
て
発
足
し
た
団
体
が
、
後
楽
園
築

庭
三
〇
〇
年
記
念
事
業
に
参
加
し
た
こ
と

か
ら
大
名
庭
園
民
間
交
流
会
を
発
足
さ
せ

た
の
で
、
後
楽
園
だ
け
に
限
っ
た
会
で
は

な
い
。」
と
い
う
回
答
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
資
料
を
元
に
岡
山
藩
や
藩
主
池

田
家
の
成
り
立
ち
、
後
楽
園
を
造
園
し
た

池
田
綱
政
と
津
田
永
忠
の
業
績
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、「
②
岡
山
の
御
後
園
に
『
後
楽
園
』

と
名
付
け
た
の
は
徳
川
斉
昭
公
の
九
男
で
、

岡
山
藩
に
養
子
に
入
っ
た
池
田
茂
政
公
で

あ
っ
た
と
い
う
の
は
正
し
い
の
か
。
」
と
い

う
疑
問
と
、「
そ
う
で
は
な
く
次
の
藩
主
池

田
章
政
公
で
す
」
と
い
う
岡
山
の
返
答
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
池
田
綱
政

が
子
女
が
多
い
こ
と
に
ち
な
ん
で
将
軍
徳

川
家
斉
や
徳
川
斉
昭
公
が
多
く
の
子
ど
も

を
残
し
、
事
件
や
問
題
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ

た
。 聴

講
さ
れ
た
久
保
田

芳
子
さ
ん
か
ら
「
津
田
永

忠
の
名
前
は
知
ら
な
か

っ
た
が
す
ご
い
人
物
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

永
忠
は
後
楽
園
の
み
な

ら
ず
、
庶
民
の
子
供
の
教

育
を
目
的
と
し
た
閑
谷
学
校
や
藩
内
の
治

水
工
事
、
新
田
開
発
な
ど
岡
山
の
発
展
の

基
礎
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る
。
閑
谷
学
校

の
よ
う
に
庶
民
を
教
育
し
よ
う
と
い
う
考

え
は
、
当
時
外
国
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
。
日
本
の
教
育
を
発
展
さ
せ
た
の
は
、

高
い
教
育
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

が
今
で
も
こ
の
国
の
根
幹
に
な
り
、
教
育

レ
ベ
ル
の
高
い
国
と
し
て
諸
外
国
よ
り
認

め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
感
想
を
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

偕

楽

園

花

パ

ー

ト

ナ

ー

ク

ラ

ブ 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

後
期
は
、
十
月
九
日
に

開
花
が
終
わ
っ
た
り
、
茂

り
過
ぎ
た
花
の
剪
定
な
ど
、

十
一
月
十
三
日
に
抜
根
と

球
根
埋
め
込
み
な
ど
の
作

業
を
し
て
、
今
年
度
の
活

動
を
終
わ
り
ま
し
た
。 

活

動

報

告 

ねばねば音頭を披露 岡山後楽園延養亭見学 

11月参加のメンバー 

シンポジウム 
出番を待つ 

水戸黄門一座 

大槻副会長 
事前学習会の様子 

大槻副会長 



（３）偕楽園公園を愛する市民の会   偕に楽しむ第 17号  平成 30年 4月 20日 

弘
道
館 

親
と
子
の
論
語
塾 

‐
論
語
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
度
後
期
の
論
語
塾
は
、

安
岡
定
子
先
生
を
講

師
に
迎
え
毎
月
第
一

土
曜
日
、
十
月
か
ら
十

二
月
ま
で
は
弘
道
館

至
善
堂
、
一
月
～
三
月

は
茨
城
県
水
戸
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

室
で
実
施
し
ま
し
た
。 

今
年
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
開
け
っ
放
し
の
弘

道
館
で
も
和
や
か
に
教

室
が
進
み
ま
し
た
。
十
二

月
は
さ
す
が
に
寒
さ
が

厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
い

つ
も
の
と
お
り
、
元
気
な

声
が
ひ
び
き
ま
し
た
。 

一
月
か
ら
県
三
の
丸

庁
舎
の
部
屋
に
移
り
ま

し
た
が
、
机
と
椅
子
の
会

議
室
ス
タ
イ
ル
。
畳
の
上
に
書
見
台
が
並

び
友
達
や
兄
弟
・
親
と

身
近
に
触
れ
あ
っ
た
弘

道
館
と
違
っ
て
普
通
の

学
校
の
よ
う
で
す
。 

し
か
し
子
供
た
ち
の

時
間
に
な
る
と
、
こ
ぞ

っ
て
素
読
や
首
唱
に
取

り
組
み
ま
す
。
小
さ
く

て
も
上
手
な
子
、
一
生

懸
命
何
と
か
素
読
で
き

た
子
、
ど
ち
ら
に
も
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
す
。 

昨
年
か
ら
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
「
論
語
素
読
」

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

後
期
は
十
一
月
五
日
の

「
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
茨
城

県
立
図
書
館
）
で
県
立
図
書
館
横
の
広
場

で
親
子
で
の
論
語
素
読
を
披
露
し
ま
し
た
。 

ま
た
平
成
三
十
年
一
月
二
十
八
日
に
水

戸
市
主
催
の
明
治
維
新

一
五
〇
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
「
維
新
の
光
は
水
戸

か
ら
昇
る

in

弘
道
館
」

の
催
し
に
招
か
れ
、
弘

道
館
正
庁
の
間
で
参
加

者
と
来
賓
の
前
で
親
子

で
の
論
語
素
読
を
披
露

し
ま
し
た
。 

論
語
塾
が
開
校
し
て
九
年
間
、
震
災
後
の

中
断
も
あ
り
ま
し
た
が
弘
道
館
で
論
語
の

素
読
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
や
弘
道
館

で
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
欠
か
せ
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

平
成
梅
林
事
業
終
結
特
別
委
員
会 

昨
年
の
総
会
で
「
平
成
梅
林
整
備
促
進

事
業
の
終
結
に
つ
い
て
」
の
決
議
が
採
択

さ
れ
、
会
発
足
以
来
の
中
心
事
業
の
一
つ

で
、
Ｐ
Ｐ
Ｖ
（
梅
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
）
感
染

に
よ
り
休
止
し
て
い
た
活
動
の
再
開
を
断

念
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

事
業
の
残
金
三
五
〇
万
円
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
委
員
は
、
顧
問
の
中
か
ら
平
成
梅
林

事
業
の
中
心
に
な
っ
て
活
躍
さ
れ
た
和
田

前
会
長
、
宮
嶋
敬
夫
特
別
顧
問
、
後
藤
詮

司
前
理
事
、
現
役
員
か
ら
会
長
・
副
会
長
、

理
事
・
監
事
の
う
ち
六
名
、
茨
城
県
公
園

街
路
課
と
偕
楽
園
公
園
課
の
職
員
で
構
成

し
て
い
ま
す
。 

事
業
の
残
金
に
つ
い
て
決
議
で
「
こ
れ

は
全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
平
成
梅
林
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
な
の

で
、
偕
楽
園
公
園
の
梅
林
の
充
実
・
整
備

に
資
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
花
の
咲

い
て
い
な
い
時
期
に
偕
楽
園
の
梅
や
梅
園

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
様
々

な
プ
ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
た
。 

費
用
や
人
手
を
か
け
ら
れ
な
い
、
文
化

財
と
し
て
現
状
変
更
が
難
し
い
、
な
ど
の

制
約
の
あ
る
中
で
、
大
型
写
真
パ
ネ
ル
展

示
台
の
設
置
と
大
型
カ
ラ
ー
写
真
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
の
設
置
に
三
〇
〇
万
円
、
「
平
成

梅
林
整
備
促
進
事
業
終
結
報
告
書
」
の
発

行
に
五
〇
万
円
の
二
事
業
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。 

前
者
は
、
梅
が
開
花
し
て
い
る
時
期
の

梅
林
の
大
型
カ
ラ
ー
写
真
を
移
動
可
能
な

写
真
パ
ネ
ル
展
示
台
に

展
示
し
て
、
梅
が
咲
い

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。
取
り
あ
え

ず
、
梅
ま
つ
り
以
外
の

時
期
に
本
園
内
に
三
台

設
置
し
ま
す
。
パ
ネ
ル

は
五
年
以
上
の
耐
久
性
を
持
た
せ
、
複
数

枚
用
意
し
て
時
期
に
よ
り
交
換
し
ま
す
。

ま
た
、
上
空
か
ら
見
た
満
開
時
の
梅
林
の

写
真
を
見
晴
亭
の
欄
間
に
通
年
掲
示
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
五

月
末
に
は
完
成
し
、公
開
す
る
予
定
で
す
。 

後
者
は
、
平
成
梅
林
整
備
促
進
事
業
の

「
終
結
報
告
書
」
を
作
成
・
配
布
す
る
も

の
で
す
。
最
終
的
に
は
実
現
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
「
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
梅
の
品

種
を
全
国
か
ら
収
集
し
、
品
種
に
お
い
て

日
本
一
の
梅
園
を
作
る
」
と
い
う
平
成
梅

林
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
全
国
か
ら
一
〇
〇

〇
人
以
上
（
団
体
・
企
業
を
含
み
、
重
複

あ
り
）
、
七
五
〇
万
円
以
上
の
寄
付
を
得

て
（
ほ
か
に
助
成
金
一
五
五
万
円
）
、
四

〇
〇
余
品
種
の
苗
を
収
集
で
き
た
こ
と

は
、
誇
る
に
足
る
貴
重
な
事
業
で
す
。
こ

の
事
業
の
経
過
と
結
果
を
後
世
に
残
す
の

は
、
こ
れ
ら
の
善
意
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た

人
々
、
実
現
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

人
々
に
対
す
る
責
務
で
す
。
報
告
書
は
パ

ネ
ル
の
完
成
後
遅
く
な
ら
な
い
時
期
に
印

刷
し
、
図
書
館
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
ほ
か
、
事
業
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
個
人
・
団
体
・
組
織
・
企
業
な

度
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
特
別
委
員
会
構
成
員
で
本
会
前

会
長
で
あ
る
和
田
祐
之
介
顧
問
が
、
『
日

本
一
の
梅
園
を
目
指
し
て
』
と
題
す
る
報

告
書
を
二
月
末
に
私
費
で
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
当
会
は
事
業
を
企
画
し
、
実
行
し
、

終
結
さ
せ
た
当
事
者
と
し
て
、
公
式
の
報

告
書
を
刊
行
い
た
し
ま
す
。 

活

動

報

告 

寒くても、先生

の周りは暖か 学校の授業のよう 素読は順に 

県立図書館横広場で 弘道館正庁の間で素読 

カラーパネル設置案 



平成 30 年 4 月 20 日           偕に楽しむ 第 17号   偕楽園公園を愛する市民の会 (4) 

 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

新
た
に
整
備
さ
れ
た
水
戸
城
歴
史
ロ
ー

ド
と
完
成
間
近
な
大
手
門
、
城
東
地
区
に

残
る
歴
史
・
史
跡
と
常
陸
山
・
横
山
大
観

の
生
誕
地
を
巡
り
ま
す
。 

日
時:

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
（
日
） 

九
時
三
〇
分
～
一
三
時 

集
合
場
所:

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
前 

参
加
費:

五
〇
〇
円(

弁
当
・
保
険
等) 

案
内
説
明:

歴
史
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
水
戸 

・
下
市
住
民
な
ど 

※
五
ｋ
ｍ
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
雨
天
時
中
止 

申
し
込
み
締
め
切
り:

五
月
十
日 

申
込
問
合
せ:

魅
力
向
上
委
員
会 

浅
川 

T
e
l
&
F
a
x
:

〇
二
九-

二
三
一-

〇
八
五
七 

偕
楽
園
公
園
の
魅
力
向
上
を
考
え
る
提
言
集
の
活
用 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

「
偕
楽
園
公
園
の
魅
力
向
上
を
考
え
る
」

提
言
集
（
１
面
に
説
明
）
を
要
約
版
を
添

え
て
印
刷
し
、
行
政
や
関
係
機
関
へ
配
布

し
て
意
見
を
伝
え
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
そ
の
実
現
を
図
り
ま
す
。 

偕

楽

園

魅

力

発

信

P
a
r
t
Ⅲ
 

‐
偕
楽
園
公
園
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‐ 

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
～

も
っ
と
知
り
た
い
～
偕
楽
園
」
。
ジ
オ
パ
ー

ク
水
戸
大
洗
が
加
わ
っ
て
八
団
体
と
な
っ

た
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
も
展

示
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
ま
す
。 

日
時:

平
成
三
十
年
七
月
二
十
四
日
～ 

二
十
九
日
、
九
時
半
～
一
五
時
半 

場
所:

偕
楽
園
公
園
セ
ン
タ
ー 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
会
議
室
他 

※
副
題
・
展
示
内
容･

イ
ベ
ン
ト
等
検
討
中 

 

‐
魅
力
向
上
委
員
会
‐ 

四
季
の
花
を
組
み
合
わ
せ
て
花
苗
を
植

え
て
日
本
ら
し
い
花
壇
を
造
り
始
め
て
四

年
目
、
今
年
も
毎
月
一
回
除
草
、
植
栽
、

給
水
な
ど
の
作
業
を
し
ま
す
。 

作
業
終
了
後
、
公
園
広
場
や
偕
楽
園
事

務
所
で
身
体
活
動
や
会
員
の
得
意
分
野
の

講
話
を
聞
い
て
、
交
流
を
深
め
ま
す
。 

日:

毎
月
第
二
月
曜
日 

（
雨
天
の
時
は
第
三
月
曜
日
） 

時:

九
時
～
一
〇
時 
（
六
～
十
月
） 

九
時
半
～
一
〇
時
半(
四･

五･

十
一
月) 

「
弘
道
館 

親
と
子
の
論
語
塾
」 

‐
論
語
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
に
開
校
し
た

「
弘
道
館 

親
と
子
の
論
語
塾
」
は
、
開

校
一
〇
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
今
年
も
弘
道
館
を
会
場
に
、
安
岡

先
生
の
指
導
で
開
講
し
ま
す
。 

日
時:

毎
月
第
一
土
曜
日 

一
〇
時
半
～
一
一
時
半 

場
所:

弘
道
館
至
善
堂
（
四
月
～
十
二
月
） 

茨
城
県
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座
室
（
一
月
～
三
月
） 

講
師:

安
岡
定
子
先
生 

対
象:

子
ど
も
と
保
護
者
・
大
人
の
み
の

参
加
も
可 

受
講
料:

一
回
一
家
族
一
〇
〇
〇
円 

テ
キ
ス
ト:

『
心
を
育
て
る
こ
ど
も
論
語

塾
』ポ
プ
ラ
社（
税
別
一
一
〇
〇
円
） 

も
み
じ
狩
り
ウ
ォ
ー
ク
＆ 

偕
に
楽
し
む
集
い

 
P
a
r
t
Ⅱ

‐
魅
力
向
上
委
員
会
＆
交
流
委
員
会
‐ 

晩
秋
の
十
一
月
、
偕
楽
園
公
園
に
紅
葉

を
訪
ね
歩
き
、
終
了
後
昼
食
を
と
も
に
し

な
が
ら
交
流
会
を
行
い
ま
す
。 

偕
楽
園
で
あ
ま
り
行
事
の
な
い
時
期
に

企
画
し
た
紅
葉
狩
り
、
意
外
な
ア
ナ
場
だ

と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
十
周
年
記
念
事

業
か
ら
始
ま
っ
た
秋
の
交
流
懇
親
会
も
毎

年
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
大
半
で
す
。 

今
年
も
偕
楽
園
公
園
の
知
ら
れ
ざ
る
魅

力
を
も
っ
と
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
他
の
団
体
と
も
協
力
し
て
、
散
策
・

食
事
会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
組

み
合
わ
せ
て
懇
談
・
交
流
し
ま
す
。 

日
、
十
一
月
二
十
三
日(

金
・
勤
労
感
謝

の
日)

、
雨
天
順
延 

集
合
時
間
・
場
所
等
未
定 

 

‐
交
流
委
員
会
‐ 

一
昨
年
地
震
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
大

名
庭
園
サ
ミ
ッ
ト
熊
本
大
会
を
第
一
二
回

大
会
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
震
か
ら
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
の
よ

う
で
す
が
、
観
光
客
を
迎
え
る
準
備
は
で

き
ま
し
た
。 

日
程:

平
成
三
十
年
十
一
月
十
二
日（
月
）

～
十
三
日
（
火
） 

開
催
地:

熊
本
市
水
前
寺
成
就
園 

大
会
テ
ー
マ
や
会
場
な
ど
の
詳
細
は
未

定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
発
表
し
ま
す
。

事
前
学
習
会
も
研
修
委
員
会
と
も
協
力
し

て
行
う
予
定
で
す
。
大
勢
で
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

来
年
度
の
サ
ミ
ッ
ト
を
水
戸
偕
楽
園
と

小
石
川
後
楽
園
と
共
催
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
国
体
の
終
了
後
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
小
石
川
後

楽
園
保
存
会
と
協
議
し
、
実
行
委
員
会
を

結
成
し
て
準
備
を
す
す
め
ま
す
。 

 

‐
研
修
委
員
会
‐ 

平
成
二
十
九
年
十
月
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
上
に
「
偕
楽
園
公
園
を
愛
す
る
市
民
の

会
」
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
速
報

性
を
活
か
し
て
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
携
し
つ
つ
広

報
に
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
、
友
達
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

本
年
度
の
活
動
計
画 




